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新
年
の
ご
挨
拶

	

牛
久
市
農
業
委
員
会

	

　
会
長
　
山	

越
　
康	

義

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
、
牛
久
市
農
業
委
員
会
の

業
務
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
牛
久
市
の
農
業
委
員
会
は
、

令
和
２
年
７
月
20
日
に
市
長
よ
り
農
業

委
員
が
任
命
さ
れ
、
ま
た
、
農
業
委
員

会
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
18
名
で
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
約
化
、
耕
作
放
棄

地
お
よ
び
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

さ
ま
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
り
日
常
生
活
が
脅
か

さ
れ
、
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

延
期
に
な
り
、
世
界
的
に
経
済
状
況
も

不
安
定
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ

そ
、
地
産
地
消
に
よ
る
国
内
自
給
率
の

向
上
に
努
め
、
農
業
の
発
展
に
寄
与
し

て
い
く
べ
き
時
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年

が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会長職務代理
吉田　功
桂町

会　長
山越　康義
下根町

飯田　光夫
城中町

塚﨑　光子
女化町

中山		みつい
牛久町

村松　昇平
田宮町

藤田　文男
上太田町

川村　隆一
上柏田

平沢　克人
奥原町

中島　勉
女化町

板倉　宏
東大和田町

花島　常雄
下根町

坪井　隆典
小坂町

奥野地区
橋本　勝慶
久野町

奥野地区
大塚　康夫
桂町

岡田地区
橋本　龍治
岡見町

岡田地区
鈴木　正規
東猯穴町

牛久地区
中島　一郎
新地町

牛久市農業委員と
牛久市農地利用最適化推進委員が決まりました

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

牛久市農地利用最適化推進委員を委嘱しました
令和2年7月20日に農地利用最適化推進委員を委嘱しましたので、ご紹介いたします。
任期は令和5年7月19日までです。

農地利用最適化推進委員に欠
員が生じたため、公募した結果、
以下の方に委嘱しました。
任期は同じく令和5年7月19日
までです。

牛久市農業委員が任命されました
令和2年7月20日に13人の農業委員が任命されましたので、ご紹介いたします。
任期は令和5年7月19日までです。



（3）第36号 牛久市農業委員会だより 令和３年１月

「
ダ
リ
ア
に
囲
ま
れ
て
」

　
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
で
品
質
保
証
に

関
わ
る
仕
事
に
長
年
携
わ
っ
て
い
た
、

元
技
術
者
の
中
山
伸
夫
さ
ん
（
牛
久

町
）。
お
子
さ
ん
た
ち
の
就
職
を
機
に
、

昨
年
12
月
に
会
社
を
早
期
退
職
。
義
母

で
あ
り
農
業
委
員
で
も
あ
る
み
つ
い
さ

ん
か
ら
農
業
経
営
を
継
承
し
ま
し
た
。

今
は
小
菊
を
中
心
に
、
ダ
リ
ア
と
ユ
キ

ヤ
ナ
ギ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
在
職
中

も
、
休
日
は
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
も
の
の
、
実
際
に
自
分
が
経
営
者

と
し
て
農
業
に
従
事
し
て
み
る
と
、
施

肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
防
除
方
法
な
ど
細

か
な
栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
。
先
輩
に
聞
い
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
13
年

前
に
亡
く
な
っ
た
義
父
の
清
一
さ
ん
の

日
誌
を
読
ん
だ
り
…
勉
強
が
欠
か
せ
な

い
毎
日
で
す
。

　「
新
規
就
農
と
は
言
え
ど
、
畑
も
機

械
も
す
で
に
あ
る
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
の

で
、
他
の
方
に
無
責
任
に
新
規
就
農
を

勧
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
伸
夫
さ

ん
は
言
い
ま
す
。
会
社
員
時
代
と
比
べ

る
と
、
収
入
が
減
少
し
た
の
も
事
実
で

す
。
た
だ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
分
の

考
え
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

6666666666666666666666666666666666666666666666666666666

の
で
、
気
持
ち
的
に
は
と
て
も
充
実
し

た
毎
日
で
、
読
書
が
趣
味
の
伸
夫
さ
ん

の
生
活
は
ま
さ
に
「
晴
耕
雨
読
」。
自

分
が
栽
培
し
た
小
菊
を
初
出
荷
し
た
時

の
喜
び
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
そ

う
で
す
。

　「
ま
じ
め
で
働
き
者
、
性
格
も
穏
や

か
で
、
本
当
に
良
い
息
子
に
恵
ま
れ
ま

し
た
」
と
、
み
つ
い
さ
ん
は
目
を
細
め

な
が
ら
、
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
ダ
リ

ア
を
収
穫
す
る
伸
夫
さ
ん
を
見
つ
め
ま

す
。

　
ダ
リ
ア
の
生
産
農
家
は
、
稲
敷
地
域

で
は
中
山
家
だ
け
と
の
こ
と
。
将
来
的

に
は
、
今
の
栽
培
面
積
50
ａ
を
倍
に
し

た
い
と
い
う
伸
夫
さ
ん
の
夢
が
実
現

し
、
牛
久
に
小
菊
や
ダ
リ
ア
、
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
が
咲
き
乱
れ
る
日
も
近
い
事
で

し
ょ
う
。

　
11
月
18
日
、
つ
く
ば
市
に
お

い
て
「
い
ば
ら
き
農
業
委
員
会

女
性
協
議
会
現
地
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
㈱
ふ
し

ち
ゃ
ん
、
代
表
取
締
役
伏
田
直

弘
さ
ん
か
ら
「
農
業
経
営
に
対

す
る
考
え
方
」
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
41
歳
の
伏
田
さ
ん
は
兵
庫
県

の
非
農
家
出
身
。
九
州
大
学
農

業
経
営
学
修
士
号
を
取
得
後
、

㈱
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
で
農
業
参
入

お
よ
び
農
業
経
営
に
係
る
実
務

を
経
験
。
そ
の
後
、
農
林
漁
業

金
融
公
庫
に
転
職
。
平
成
27
年

１
月
よ
り
つ
く
ば
市
に
て
営
農

開
始
。
な
ぜ
新
規
就
農
を
目
指

し
た
の
か
…
「
優
秀
な
人
間
と

競
争
し
な
い
」「
楽
し
て
人
生

送
り
た
い
」「
金
持
ち
に
な
り

た
い
」
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
午
後
は
ふ
し
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー

ム
の
視
察
へ
。
つ
く
ば
市
豊
里

に
あ
る
畑
1.2
ha
に
49
棟
の
ハ
ウ

ス
が
並
び
、
栽
培
品
目
は
小
松

菜
、
水
菜
な
ど
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
に
基
づ
い
た
葉
菜
類
。
労

力
は
社
員
2
名
、
パ
ー
ト
16
名

で
、
販
売
先
は
、
宅
配
、
生
協
、

ス
ー
パ
ー
、
市
場
、
直
売
所
。

農
家
訪
問

農
家
訪
問

特
徴
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
を
年
間

9
回
転
、
ハ
ウ
ス
は
二
重
張
り

で
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
、
天

井
に
は
暑
さ
対
策
の
遮
光
ネ
ッ

ト
が
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。
種

ま
き
か
ら
袋
詰
め
ま
で
ほ
ぼ
機

械
化
さ
れ
て
お
り
、
感
動
し
ま

し
た
。

　
農
業
経
営
の
考
え
方
と
し

て
、
付
加
価
値
の
高
い
作
物
を

た
く
さ
ん
栽
培
す
る
た
め
に

は
、
相
応
の
生
産
シ
ス
テ
ム
と

資
金
が
必
要
。
あ
と
は
、
経
営

者
に
な
る
た
め
の
準
備
と
、
経

営
を
進
め
る
勇
気
も
必
要
。

　
伏
田
さ
ん
な
ら
、
今
後
も
私

た
ち
の
見
本
と
な
る
経
営
を
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

よつ葉会よりお知らせ
　市役所２階ロビーにて、毎週火曜日12時から15時半まで野

菜を販売しています。今年で10年目に入りました。よつ葉会

メンバー4名で、各自の家で作った地元の新鮮な野菜を多くの

方に食べていただきたいと、毎日野菜作りに励んでいます。

女
性
農
業
委
員
だ
よ
り
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お
悔
み

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
飯
島
貞
夫
様

（
久
野
町
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
九

月
六
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　
令
和
２
年
７
月
20
日
、
新
し
く
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
大

切
な
農
地
」
を
委
員
一
同
、
一
丸
と
な
り
お
守
り

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
に
も
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
温
か
み

の
あ
る
令
和
の
時
代
を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
日
々
の

生
活
が
不
安
で
す
。
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
心
が

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



編
集
委
員

中
山
み
つ
い



〃

塚
﨑
　
光
子

賃貸料情報
田10aあたり 10,000〜20,000円

畑10aあたり 3,000〜8,000円

農作業臨時雇用標準賃金
田植／稲刈／水田除草／
畑除草／その他作業

7,000円（実働8時間）

農作業標準料金
項　目

作業名
単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 6,000円

畦塗り 1m当たり 35円

育苗 １箱 700円 硬化苗

田植え 10a 6,500円 条件により料
金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　
20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　
20,000円

倒伏などの条件
により上限とす

る

刈取り〜調整 10a
30,000〜　
35,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

乾燥〜調整
玄米60Kg
当たり

1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60Kg
当たり

1,000円 （袋詰めまで）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まない、
片方のみの散
布は1,500円
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お知らせ
農
業
者
年
金
に

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
積
立
方
式
の
確
定
拠
出

型
年
金
で
、
生
涯
受
給
で

き
ま
す
。
掛
け
金
は
全
額

所
得
控
除
で
き
る
の
で
節

税
に
も
な
り
ま
す
。

三
つ
の
要
件
を
満
た
す
だ

け
で
加
入
で
き
ま
す
。

①
六
十
歳
未
満

②
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料

免
除
者
は
除
く
）

③
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事

※
加
入
の
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
農
業
委
員
へ
。

全
国
農
業
新
聞

　
農
家
の
思
い
を
伝
え
、
農
業
・
農
村
の

未
来
を
と
も
に
考
え
る
「
全
国
農
業
新

聞
」。
地
域
農
業
者
の
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す

る
週
刊
の
農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。

　
購
読
の
相
談
は
農
業
委
員
へ
。

発
行
日
／
毎
週
金
曜
日

購
読
料
／
月
７
０
０
円
（
送
料
・
税
込
）

未
来
に
つ
な
ぐ
『
相
続
登
記
』

　
農
地
を
相
続
し
た
ら
、
相
続
登
記
と
農

業
委
員
会
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
登
記
の
手
続
き
は
法
務
局
へ
、
農
地
の

相
続
の
届
出
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。

許
可
が
必
要
！
農
地
の
転
用

　
農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
業
以
外

の
用
途
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
農
地

に
区
画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
宅
地
、

道
路
、
山
林
な
ど
の
用
途
に
転
換
す
る

場
合
や
、
一
時
的
な
工
事
や
資
材
置
場

に
す
る
場
合
も
転
用
と
な
り
ま
す
。

　
許
可
申
請
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
。

退
任
さ
れ
た
委
員

　
こ
の
度
の
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選

に
伴
い
、次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

多
大
な
る
業
績
に
対
し
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

農
業
委
員

　
河
村
　
利
夫
　
様

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
中
山
　
邦
夫
　
様

　
島
田
　
守
　
　
様


